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ー表紙の写真についてー

　表紙は、12 月 10 日に行われた「今年もはたらく馬がやっ

てくる」から。環境に優しく伝統的な馬
ば は ん

搬を活用した森づ

くりを学ぶことを目的に、百年の森公園にて、来場者は、

軽々丸太を運ぶ馬の力強さをそりで体験しました。

まちの 題●話

　11 月 15 日、株式会社第一会舘より無償提供

を受けた「豪雪うどん」が学校給食に登場。子

どもたちは「つるつる食感でおいしい」「また

食べたい」とうれしそうに完食しました。

つるっと完食！豪雪うどんが給食に

　12 月 15 日、オレンジを基調として倶知安

町の地図模様のラッピングデザインを施した、

くっちゃんまちなか循環バス「じゃがりん号」

南北ルートの新車両が納車されました。

小学生が選んだデザインの新車両

　11 月 30 日、第 73 回“社会を明るくする運動”

作文コンテストで、社保連会長賞を受賞した倶

中の松井悠
ゆ う ま

真さんが表彰され、「実感が湧いて

いないけれど、うれしいです」と話しました。

倶知安町で十数年ぶりの受賞
　11 月 29 日、倶知安中学校で 1 年生が、羊蹄

太鼓保存会の鼓流から羊蹄太鼓を学びました。

町の歴史ある羊蹄太鼓の話を聞き、体験するこ

とで、一層理解を深めました。

町伝統の音色を体育館に響かせて

　11 月 23 日、町内 3 スキー場合同の安全祈願

祭が町内で行われました。今シーズンも多くの

来訪者を迎えることを期待して、関係者らがス

キーリゾートの安全などを祈願しました。

シーズンの安全と集客回復を願い

　12 月 1 日、今年も冬季間の間、ニセコひら

ふ地区の安全を守るため、ニセコひらふ臨時交

番の開所式が行われました。開所式終了後は、

すぐにパトロールが実施されました。

安心安全あってこその冬の楽しみ



倶知安町長

文　字　一　志

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
町
議
会
議
員
選
挙
の
年
で
あ
り
、
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
賜
り
ま
し
た
負
託

に
お
応
え
す
べ
く
、
16
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
下
、
日
々
山
積
す
る
課
題
に
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
距
離
感
が
変
わ

り
、
町
民
の
笑
顔
や
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ

い
な
ど
幸
せ
な
日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
侵
略

や
紛
争
、
日
本
に
お
い
て
も
物
価
高
騰
や
人
手

不
足
な
ど
、
出
口
が
見
い
だ
せ
な
い
課
題
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
り
、
慎
重
審
議
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
関
係
機
関
へ
の
要
請
活
動
も
し
っ
か

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
1
月
、
文
字
町
政
2
期
目
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
く
厳
し

か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
町
民
一
人
一
人
の
力
強
い
ご
協

力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

は
私
の
生
涯
に
お
い
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
、
三
島
さ
ん

ち
の
芝
桜
は
満
開
に
、
ま
た
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の

豊
か
な
風
を
受
け
、
ニ
セ
コ
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど

自
転
車
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ

バ
ス
「
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
」
が
運
行
、
じ
ゃ
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り
と
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

街
な
か
で
の
新
幹
線
工
事
も
本
格
化
し
て
お

り
、
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
新
駅
開
業
に
向
け
て
の
わ
く

わ
く
感
を
皆
さ
ま
と
共
有
で
き
る
日
々
に
感
謝

し
つ
つ
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
ス
イ
ス
・
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
60
周
年
の
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
先
人
が
育
ん
だ
友
好
関
係
を
よ

り
深
め
、
し
っ
か
り
と
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ

く
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
も
重
ね
て
お
願

い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
た
な
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希

望
に
満
ち
た
幸
福
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

議
員
一
同
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

が
祭
り
は
4
年
ぶ
り
に
駅
前
通
り
で
開
催
な

ど
、
人
々
の
笑
顔
が
街
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
北
海
道
新
幹
線
高
架
橋
工
事

が
ス
タ
ー
ト
、
途
切
れ
な
く
進
む
リ
ゾ
ー
ト
開

発
や
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
活

気
あ
る
に
ぎ
や
か
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
、
世
界
が
憧
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
成
長
し
続
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
変
わ
ら
ぬ
自
然
や
景
観
の
豊
か

さ
が
あ
っ
て
の
「
ふ
る
さ
と
倶
知
安
」
で
す
。

そ
の
実
現
た
め
、
私
た
ち
は
共
に
、
新
た
な
課

題
難
問
に
も
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
、
ま
た

昇
龍
の
ご
と
く
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

倶知安町議会議長

作　井　繁　樹
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● 特 別 功 労 賞
（最高位の功労賞）

… 町の自治振興、経済、社会、文化などの発展に尽
力し、または貢献し、その功績が特に顕著な方

● 社 会 功 労 賞 … 町の社会福祉、民生安定等の振興に尽力し、また
は町の進展に貢献し、その功績が顕著な方

● 公 益 功 労 賞 … 町の公益に関する事業の推進に尽力し、もしくは
貢献のあった方

● 被 顕 彰 者 … 叙勲または褒章の授与、政府各省大臣からの表彰
を受けた方

社会功労賞

髙
たかぎし

岸　昌
ま さ こ

子さん

平成 16 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

藤
ふ じ い

井　秀
ひ で き

樹さん

平成 19 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

山
やまうち

内　多
た き こ

樹子さん

平成 19 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

森
もりぐち

口　啓
け い こ

子さん

平成 19 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

森
も り た

田　瑞
み ず え

枝さん

平成 16 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

被顕彰者

小
こ ま つ

松　孝
たかよし

好さん
瑞宝単光章（消防功労）

作
さ く い

井　繁
し げ き

樹さん

平成 23 年より倶知安町議会議
員として、また、令和 5 年より
議長として、地方自治の振興お
よび住民福祉の向上に貢献して
いる。

特別功労賞特別功労賞

社会功労賞

笹
さ さ だ

田　眞
ま り こ

理子さん

平成 19 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

晴
はれやま

山　留
る み こ

美子さん

平成 20 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

森
もり

　裕
ひ ろ み

美さん

平成 19 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

森
もり

　豊
とよしげ

茂さん

平成 14 年より民生委
員児童委員として社
会福祉の振興に貢献
している。

社会功労賞

倶知安町花と緑の
まちづくり推進委員会

平成元年より「花いっ
ぱい運動」を中心に、
町内会と協力した花
壇づくりや国道沿い
の植樹を通じ、町民
のみならず通行客や
観光客の目を楽しま
せ、町の環境美化や
景観形成に貢献して
いる。

社会功労賞

福
ふ く い

井　美
み ち え

知江さん

平 成 18 年 よ り 倶 知
安女性防火クラブの
一員として、家庭か
らの火災発生を未然
に防ぐことに貢献し、
平成 23 年より会長と
して、町民へ防火防
災思想の普及に尽力
している。

公益功労賞

中央コンピューター
サービス株式会社

町に多額の寄付

公益功労賞

東急不動産
株式会社

町に多額の寄附

公益功労賞

佐
さ と う

藤　茂
しげる

さん

町に多額の寄附

公益功労賞

ホクレン農業
協同組合連合会
町に多額の寄附

被顕彰者

高
たかまつ

松　正
まさゆき

行さん
瑞宝単光章（防衛功労）

被顕彰者

佐
さ と う

藤　裕
ゆたか

さん
総務大臣表彰

公益功労賞

レッドホースコーポ
レーション株式会社

町に大容量ポータブ
ル蓄電池の寄付

功績をたたえて

倶知安町功労賞
令和5 年度

西小学校樺山分校

 渡
わたなべ

辺 千
ち せ

雪 さん

北陽小学校

木
きりゅう

龍 あゆ さん

西小学校

新
に っ た

田 蒼
そ ら

空 さん

東小学校

柴
し ば た

田 昇
のぼる

 さん

倶知安小学校

寒
さ が え

河江 将
しょうた

大 さん

～ 2024 年の年男・年女

公益功労賞

株式会社 Forest
Innovation

町に多額の寄附

公益功労賞

リストデベロップ
メント株式会社
町に多額の寄附



29 年間、絵本館ありがとう

12 月には仮設絵本館オープン

　絵本館引っ越し記念イベントを11月23日（木・
祝）に行い、訪れた約 400 人は読み聞かせを楽

－6－－7－
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くっちゃんニュースくっちゃんニュース

商
工
会
議
所
×
農
高

地
域
経
済
連
携
の
協
定

徳と
く

さ
ん
と
一
緒
に

ね
ん
ど
で
作
ろ
う

　

倶
知
安
商
工
会
議
所
と
倶
知
安
農
業

高
等
学
校
が
、
地
域
産
業
の
振
興
や
持

続
可
能
な
産
業
人
材
の
育
成
を
促
進
す

　

小
川
原
脩
記
念
美
術
館
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
お
と
な
の
手
し
ご
と
『《
徳と
く

さ
ん
と
》
ね
ん
ど
で
鳥
を
つ
く
ろ
う
』

が
、11
月
25
日
㈯
に
同
館
で
開
催
さ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
10
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
同
館

の
沼
田
副
館
長
が
町
内
の
画
家
・
徳
丸

滋
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た
際
に
、

徳
丸
さ
ん
が
趣
味
で
鳥
の
置
物
を
石
粉

ね
ん
ど
で
作
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
ぜ
ひ
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
誘
っ
た
こ

と
か
ら
実
現
。

　

参
加
者
は
、
徳

丸
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
、
ね
ん
ど

を
よ
く
こ
ね
、
丁

寧
に
形
を
整
え

て
、
鳥
や
猫
、
金
魚
な
ど
の
思
い
思
い

の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

徳
丸
さ
ん
は
、
完
成
し
た
作
品
を
見

て
「
み
ん
な
セ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
上
手

に
で
き
て
い
る
」
と
話
し
、
参
加
者
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

小
椋　

咲さ

わ和（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

安
藤　

優ゆ

う羽（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

安
藤　

功こ
う
き騎（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

田
村　

大ひ
ろ
ゆ
き幸（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

岡
田　

果か
の
ん穏

（
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
）

押
尾　

有ゆ
う
さ
く朔

（
水
泳
）

大
森　

虹に

こ湖
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

常
盤　

に
こ
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

時
田　

希の

あ歩
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

中
村　

美み

ら

の
蘭
乃
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

中
邨　

駿し
ゅ
ん
す
け介（

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

木
村　

敬け
い
た太

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

加
藤　

宏こ
う
き季

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

上
村　

蒼あ

き希
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

東　

那と
も
あ
き明

（
銃
剣
道
）

倶
知
安
ミ
ル
キ
ー
ズ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部（
サ
ッ
カ
ー
）

北
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊
（
銃
剣
道
）

後
志
銃
剣
道
一
般
（
銃
剣
道
）

共
栄
自
動
車
ク
ラ
ブ
（
野
球
）

倶
知
安
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
野
球
）

過
去
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
、
か

つ
、
そ
の
後
に
町
を
代
表
し
て
全
国
大

会
に
出
場
し
優
勝
し
た
個
人

藤
村　

一い
っ
け
い慶

（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
モ
ー
グ
ル
）

下
村　

美み

な

こ
那
子
（
杖
道
）

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
出
場
し

優
勝
、
も
し
く
は
全
国
大
会
で
上
位
の

成
績
を
収
め
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

小
椋　

実み
さ
き咲（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

田
中　

心し
ん
の
す
け

之
助
（
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
ス
キ
ー
）

倶
知
安
高
校
ス
キ
ー
部

　
　

（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
（
野
球
）

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
出
場
し

上
位
の
成
績
を
収
め
た
、
も
し
く
は
後

志
管
内
大
会
で
優
勝
し
た
個
人
ま
た
は

チ
ー
ム

押
尾　

尚な
お
ふ
み迪（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
の
活
躍
を
称
え
る

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
に
藤
村
さ
ん
・
下
村
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
活
躍
し

た
選
手
・
団
体
に
授
与
さ
れ
る
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ

表
彰
の
受
賞
者
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

※
か
っ
こ
内
は
競
技
名
（
敬
称
略
、
成
績
略
）

ま
ち
づ
く
り
の
疑
問
や
要
望

子
ど
も
議
会
で
児
童
・
生
徒
が
町
へ
質
問

　

参
加
者
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

倶
知
安
町
青
少
年
問
題
協
議
会
・
倶
知

安
町
教
育
委
員
会
・
倶
知
安
町
青
少
年

育
成
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
倶
知

安
町
子
ど
も
議
会
」
が
、
11
月
18
日
㈯

に
役
場
3
階
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
町
内
の
小
中
学
校
・
高
校
か

ら
10
名
の
児
童
お
よ
び
生
徒
が
参
加

し
、「
子
ど
も
議
員
」
と
し
て
、
町
長

や
教
育
長
に
対
し
て
町
政
に
関
す
る
質

問
を
行
っ
た
ほ
か
、
議
長
や
事
務
局
長

役
も
倶
知
安
中
学
校
の
生
徒
が
務
め
ま

し
た
。

　

児
童
・
生
徒
は
、
質
問
か
ら
答
弁
ま

質問事項（一部抜粋）
歩行者の事故を減らすための取り組みについて
　通学や生活などでよく使う道路で危険なとこ
ろは、町民の安全のためにも直してほしい。
観光客の増加による心配について
　観光客が増えると町が活性化して良いが、ご
みや上水道の問題が心配。町で対策はあるか。
駅前通りの景観と再開発について
　空き店舗にお店を誘致したり、取り壊したり
することで景観も良く、有効活用できるのでは。
熱中症対策について
　教室やホールにエアコンの設置予定はあるか。

スキー場の駐車場について
町民がもっとスキー場を利用できるために町

はどんな工夫をしているか。
姉妹都市との交流について

リモート交流などを活用して、もっと多くの
人が交流できる機会を設けてほしい。
新幹線開通による利点と弊害について
　新幹線開通後に町の人口の増減はどうなるか。
そのことで考えられる問題はあるか。
在来線の廃止と学校生活について
　並行在来線が廃止になり、バス転換すること
で、学生の通学環境などはどう変化するか。

で
の
一
連
の
流

れ
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
町
議

会
や
町
政
へ
の

理
解
を
深
め
ま

し
た
。

2 月 17 日・18 日は雪トピアフェスティバル

今年の会場は中央公園！

　今年の雪トピアフェスティバル
は中央公園で開催します。ぜひ会
場へお越しください。

■開催日／ 2 月 17 日㈯・18 日㈰
■会場／中央公園（文化福祉センター裏）
■イベント（予定）／屋台村、巨大滑り台、

スノーモービル試乗体験、巨大雪ダルマ、
雪ダルマコンテスト、
雪中宝探しなど

屋台村出店者大募集
　2 日間出店いただける店舗を募集
します。
　詳細は町 HP をご覧ください。
問雪トピアフェスティバル実行委員会
　（観光商工課）☎ 23 － 3388

2023 年の様子
（雪中ボブスレーゲーム）▶

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
経
済
連

携
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。
そ
の
調

印
式
が
、
12
月
13

日
㈬
に
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

農
高
は
こ
れ
ま
で
も
、
㈲
二
世
古
酒

造
と
連
携
し
た
日
本
酒
『
忠
な
か
ご
こ
ろ』
の
製

造
や
酒
か
す
を
利
用
し
た
製
品
の
生

産
、
町
内
の
花
壇
づ
く
り
の
実
施
、
町

の
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
挑
戦
す
る
な

ど
、
長
年
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
行

い
、
地
域
産
業
に
貢
献
し
続
け
て
い
ま

す
が
、
人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保
が

地
域
の
課
題
に
あ
が
る
中
、
生
産
を
支

え
る
「
基
盤
整
備
」
を
行
う
人
材
育
成

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
は
、
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
地
元

に
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く

り
を
実
施
す
る
な
ど
、
両
者
が
連
携
し

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■開館時間／ 10 時～ 18 時（㈰は 17 時まで）
※日曜日の時間が変更となっています

■休館日／毎週水曜日、毎月最終火曜日
※年始は 1 月 6 日㈯より開館

しんだり、持ち帰る本を
選んだり、壁へ感謝の
メッセージ描いたり、思
い思いに過ごしました。
　仮設絵本館は、公民館
東側駐車場で 12 月 8 日㈮にオープンしました。

木のぬくもりが感じ
られる空間で、今ま
でと変わらず、伸び
伸び過ごせる場所と
なっています。



　

　
　
（
東
小
学
校　

北
4
東
9
）

　

お
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ

　
　
（
西
小
学
校　

南
6
西
3
）

■
対
象
児
童
お
よ
び
入
会
要
件
／
町
内
の

小
学
校
に
在
籍
し
、
保
護
者
が
仕
事
や

病
気
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い
て

保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学
年
を
優
先

■
申
込
方
法
／
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支

援
係
窓
口
へ
申
込
書
お
よ
び
勤
務
証
明

書
な
ど
を
添
え
て
提
出

※
様
式
は
こ
ど
も
支
援
係
窓
口
で
配

布
、
町
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
費
用
／
教
材
費
の
一
部
と
傷
害
保
険
代

（
年
間
1
人
2
千
円
）
を
決
定
後
に
支
払

※
行
事
な
ど
の
経
費
は
実
費
負
担
有

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
内

在
住
の
次
の
世
帯
に
対
し
て
、
町
で
は
生

活
支
援
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
確

認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
し
た
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
支
給
対
象
世
帯
に
該
当
す

る
場
合
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
世
帯
／

令
和
5
年
11
月
1
日
（
基
準
日
）
時
点

で
、
住
民
登
録
の
あ
る
非
課
税
世
帯
の

う
ち
、
さ
ら
に
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
世
帯
、
①
65
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
、
②
障
害
に
係
る
手
帳
の
交

確
認
、
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
０
１
―
１
２
５

　
（
平
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分
）

　

こ
の
制
度
は
、
道
の
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
自
身

の
利
害
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
苦
情

審
査
委
員
」
に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
7
月
か
ら
9
月
の
間
で
、
苦
情
審

査
委
員
に
6
件
の
苦
情
申
し
立
て
が
あ
り

　

付
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
障
害
年
金

　

の
受
給
者
が
い
る
世
帯
、
③
児
童
扶
養

　

手
当
の
受
給
世
帯
、
④
生
活
保
護
の
受

　

給
世
帯

■
支
給
金
額
／
1
万
2
千
円
（
1
世
帯
）

■
申
込
期
限
／
2
月
29
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

■
申
込
方
法
／
郵
送
ま
た
は
、
福
祉
医
療

課
お
よ
び
こ
ど
も
未
来
課
窓
口

受
給
要
件
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
町
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
①
高
齢
者
介
護
保
険
係
☎
21
―
２
７
６
７

②
・
④
社
会
福
祉
係
☎
55
―
６
１
１
５

③
こ
ど
も
支
援
係　

☎
55
―
６
１
１
６

（
該
当
す
る
番
号
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
仕
事
を
探
し
て
い

る
方
が
、
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
国
の
機
関
で
す
。

　

町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
国
の
求
人

を
確
認
で
き
る
他
、
現
在
の
庁
舎
内
に
は

「
冬
期
限
定
求
人
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
求
人
の
掲
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
探
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
岩
内
公
共
職
業
安
定
所
倶
知
安
分
室　

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倶
知
安
）

☎
22
―
０
２
４
８

　
「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に

お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び

利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
重
要
土

ま
し
た
。
う
ち
1
件
が
審
査
を
終
了
し
、

4
件
が
審
査
中
、
1
件
が
審
査
の
検
討
中

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
申
立
方
法
／
苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出（
電
話
や
匿
名
は
不
可
）

※
郵
送
な
ど
で
申
し
立
て
可

苦
情
申
立
書
は
窓
口
か
HP

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
窓
口
／
道
庁
「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
５
５
２
３

０
１
１
―
２
４
１
―
８
１
８
１

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.

lg.jp

※
長
期
休
暇
期
間
や
支
援
員
の
休
暇
時
に

補
助
員
と
し
て
働
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
空
い
た
時
間
に
仕
事
が
し
た

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

交
通
指
導
員
　

2
名

■
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
保
持
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
登
下
校
時
の
児
童
や
生
徒
、

一
般
歩
行
者
へ
の
安
全
な
通
行
指
導
と

誘
導
な
ど
の
交
通
安
全
業
務

■
勤
務
時
間
／
7
時
30
分
～
9
時
と

13
時
30
分
～
15
時
、
月
に
よ
っ
て
勤
務

時
間
や
勤
務
日
数
に
変
更
有

■
勤
務
場
所
／
通
学
路
な
ど

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
6
～
7
万
円
程
度

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

自
衛
官
候
補
生
（
第
7
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
1
月
15
日
㈪
～
2
月
9
日
㈮

■
試
験
日
／
2
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯
の
い

ず
れ
か
一
日

自
衛
官
候
補
生
（
第
8
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
2
月
13
日
㈫
～
27
日
㈫

■
試
験
日
／
3
月
3
日
㈰

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古
谷　

和
之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清
水　

礼
子
☎
22
―
０
０
７
５

　

名
畑　

由
美
☎
22
―
１
１
７
７

地
等
調
査
法
）」
に
基
づ
き
、
町
内
の
次
の

区
域
が
注
視
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
注
視
区
域
／
倶
知
安
駐
屯
地
を
中
心
と

し
た
周
囲
お
お
む
ね
1
㌔
の
区
域

■
施
行
日
／
1
月
15
日
㈪

施
行
日
後
に
は
、指
定
区
域
内
の
土
地
・

建
物
が
、
防
衛
関
係
施
設
な
ど
の
機
能
を

阻
害
し
て
い
な
い
か
、
内
閣
府
が
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
HP
を

　

油
谷　

賢
次

☎
０
９
０
―
８
９
０
３
―
３
４
０
３

　

事
業
団
は
、
臨
時
・
短
期
就
労
希
望
者

に
就
業
の
機
会
を
確
保
し
、
提
供
す
る
集

ま
り
で
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め
、

就
労
意
欲
の
あ
る
お
お
む
ね
60
歳
以
上

■
仕
事
内
容
／
草
刈
り
・
草
取
り
・
清
掃
・

除
雪
・
そ
の
他
軽
作
業

■
賃
金
／
時
給
１
５
０
０
円
（
仕
事
内
容

に
よ
る
）

問
高
齢
者
事
業
団
事
務
局
（
北
3
東
4
）

☎
23
―
４
０
２
０

　

町
で
は
、
共
働
き
家
庭
や
母
子
・
父
子

家
庭
な
ど
、
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
対
象

に
、適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
入
会
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
と
お
り
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
方

も
改
め
て
申
込
が
必
要
で
す

■
申
込
期
間
／
1
月
15
日
㈪
～
2
月
14
日
㈬

■
開
設
場
所
／

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

　
（
北
児
童
館　

北
5
西
2
）

げ
ん
き
っ
子
ク
ラ
ブ

　
（
俱
知
安
小
学
校　

南
3
東
3
）

風
の
子
ク
ラ
ブ

児
童
支
援
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
、
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許
有
資
格

者
・
児
童
関
連
業
務
の
従
事
経
験
者
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
平
日
10
時
～
18
時
ま
た
は

13
時
～
18
時
、
土
曜
・
長
期
休
暇
期
間

8
時
～
18
時
の
間
で
シ
フ
ト
制

■
勤
務
場
所
／
北
児
童
館
お
よ
び
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
12
～
16
万
円
程
度
、

期
末
手
当
・
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・

通
勤
手
当
有

※「
倶
知
安
町
保
育
人
材
確
保
一
時
金
」

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

暮らしの

Information

－9－ －8－

募

集

　
　

の
対
象
と
な
る
場
合
有
。
詳
細
問
合
せ

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

児
童
支
援
員
補
助
職
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
／
子
育
て
経
験
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
児
童
支
援
員
の
補
助

■
勤
務
時
間
／
平
日
14
時
～
18
時
、
長
期

休
暇
期
間
8
時
～
14
時
ま
た
は
14
時
～

　

18
時
（
変
更
の
場
合
有
）
※
週
20
時
間

　

未
満

■
勤
務
場
所
／
北
児
童
館
お
よ
び
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
６
０
～

１
１
１
７
円
程
度
、
通
勤
手
当
・
賞
与
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

自
衛
官
募
集

周

知

納税だより

【償却資産の申告を忘れずに】

　今年 1月 1日現在、町内で事業を営み、事業用償却資産（事

務機器、店舗用備品、各種機械、工具など）を所有している

方には固定資産税がかかります。必ず申告してください。

　令和 6 年度償却資産申告案内は 12 月上旬に発送していま

す。該当資産がない場合でも申告書に記入の上、1 月 31 日

㈬までに提出してください。

　申告用紙が届いていない方やご不明な点がある方は、お手

数ですがご連絡ください。

問税務課資産税係☎ 56 － 8004

【給与支払報告書の提出期限は 1月 31 日】

　令和 5年中に給与・賃金（専従者給与を含む）を支払った

事業所・個人事業主は、受給者について年末調整をしている

か否かに関わらず、給与支払報告書（総括表・個人明細書）

を作成し、1月 31 日㈬までに提出しなければなりません。

○給与支払報告書は、受給者が今年 1月 1日現在（退職者

は退職時に）居住する市区町村あてに提出してください

○個人番号（マイナンバー）の記載をお願いします

○退職者分には退職日を忘れずにご記入ください

○個人事業主の方が提出する際は、事業主本人の身元確認

と個人番号確認が必要です（法人の場合は不要）

○提出の際は、住民税を特別徴収（給与から天引き）と普

通徴収を仕分け用紙で分けてください（様式は HP 掲載）

○令和 5年中に給与の支払いを受けた方が、退職、他の会

社で特別徴収をしているなど、その事業所で特別徴収が

できない場合のみ普通徴収として届け出ることとなりま

す。原則、役員・パート従業員なども特別徴収です

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

町道民税・軽自動車税のこと　住民税係☎ 56 ー 8003
税金の納付方法、納税相談のこと　納税係☎ 56 ー 8002
宿泊税のこと　宿泊税係☎ 56 ー 8002
固定資産税のこと　資産税係☎ 56 ー 8004

高
齢
者
事
業
団
団
員
募
集

令
和
6
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込

仕
事
探
し
に
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

重
要
土
地
等
調
査
法
の

注
視
区
域
の
指
定
に
つ
い
て

倶
知
安
町
高
齢
者
世
帯
等

生
活
負
担
軽
減
支
援
金

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

FAX



■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

☎
０
８
０
―
５
４
３
２
―
０
４
６
５

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
に
は
、
4
月
ま
で
に
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
運
輸
支
局
で
行
え
る
登
録
手
続
き
／

○
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更
登
録
）

○
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登

録
）

○
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
、「
自

動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
」
が
送
付
で

き
な
い
た
め
、
道
税
HP
よ
り

納
税
通
知
書
の
送
付
先
の
変

更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
―
７
４
６
―
１
１
９
０

は
控
え
る
、
自
分
の
都
合
で
何
度
も
荷
物

の
再
配
達
を
お
願
い
し
な
い
、
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
を
活
用
し
た
置
き
配
を
利
用
す

る
な
ど
、
一
人
一
人
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

HP
に
て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

　

11
月
号
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
た

小
児
・
乳
幼
児
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
決
定

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
町

HP
に
て
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
医
療
課
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
係

☎
22
―
１
１
４
４

　

読
み
聞
か
せ
の
会
ぐ
り
と
ぐ
ら
で
は
、

自
宅
や
職
場
で
使
わ
な
い
令
和
6
年
の
カ

レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
な
ど
を
集
め
て
い
ま

す
。
集
め
た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
は
、
必

要
な
方
に
販
売
し
ま
す
。

■
持
込
受
付
／
1
月
6
日
㈯
ま
で

※
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
事
務
室
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い（
5
日
㈮
ま
で
休
館
）

■
販
売
日
時
／
1
月
8
日
（
月
・
祝
）

10
時
～
14
時

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

問
読
み
聞
か
せ
の
会
ぐ
り
と
ぐ
ら（
増
田
）

日
も
早
い
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、

国
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
立
場
か

ら
、
2
月
7
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
を

中
心
に
、「
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期

間
」
を
定
め
、
一
層
強
力
に
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

■
期
間
／
1
月
21
日
㈰
～
2
月
20
日
㈫

問
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
後
志
地
方
支
部

☎
23
―
１
９
９
３

　　

平
成
31
年
の
働
き
方
改
革
に
て
、「
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
が
適
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
業
務
の
特
殊
性
な
ど
が
長
時
間

労
働
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
建
設
業
、
自

動
車
運
転
手
、
医
師
な
ど
は
、
5
年
間
の

猶
予
期
間
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今

年
4
月
、
猶
予
期
間
が
終
了
し
、
こ
れ
ら

の
業
種
も
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
時
間
外
労
働
の
上
限
／
月
45
時
間
未
満
、

年
３
６
０
時
間
未
満
（
原
則
）

※
こ
れ
を
超
え
て
時
間
外
労
働
す
る
場

合
、臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
必
要
。

ま
た
、
年
７
２
０
時
間
以
内
な
ど
法

律
で
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士　齋藤　慎也
☎ 0135-61-4777

FAX 0135-61-4888

問
後
志
総
合
振
興
局
総
務
課

☎
23
―
１
３
７
３

四
島
想
い
　
心
に
点
す
　
返
還
の
火

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択
捉
島
、

国
後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
は

も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で

す
。

　

道
、
市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
一

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－10－

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

寒
い
時
期
に
暖
房
の
効
い
た
部
屋
か

ら
、
廊
下
や
ト
イ
レ
、
浴
室
な
ど
に
行
く

と
、
急
な
寒
さ
で
体
が
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
急
激
な
温
度
変
化
が
も

た
ら
す
体
へ
の
影
響
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

と
い
い
ま
す
。
部
屋
の
移
動
で
室
温
な
ど

が
急
に
変
化
す
る
と
、
血
管
が
急
激
に
収

縮
し
、
血
圧
の
上
昇
が
起
こ
り
、
意
識
消

失
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
を
暖
め
ま
し
ょ
う

○
湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
つ
か
る
時
間

は
10
分
ま
で
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う

○
血
圧
が
下
が
り
や
す
く
な
る
た
め
、
食
事
や

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

令和 5 年 令和 4 年
人　身 27 件 28 件
物　損 622 件 386 件
死　者 0 名 0 名

11 月末までの
町内交通事故発生状況

令和 5 年 令和 4 年
火　災 7 件 11 件
救　急 762 件 676 件
救　助 46 件 49 件
その他 81 件 78 件

11 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

飲
酒
直
後
の
入
浴

は
控
え
ま
し
ょ
う

○
入
浴
す
る
前
に
同

居
者
に
声
を
掛
け

て
、
同
居
者
は
、

い
つ
も
よ
り
入
浴

時
間
が
長
い
と
き

は
入
浴
者
に
声
掛

け
を
し
ま
し
ょ
う

人の動き　令和 5年 11月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

15,560 人

 8,051 人

 7,509 人

9,107 世帯

（前月比 +950）

（前月比 +527）

（前月比 +423）

（前月比 +955）

うち外国籍住民 1,871人（前月比 +963）

11
月
の
主
な
事
件

▽
商
業
施
設
に
お
い
て
、
保
管
し
て
い
た

長
靴
1
足
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。

▽
暴
力
団
員
が
、
自
分
の
身
分
を
隠
し
て

保
険
に
加
入
す
る
、
詐
欺
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。

11
月
の
主
な
交
通
事
故

－11－

　
不
動
産
あ
れ
こ
れ

▽
8
日
、
国
道
沿
い
の
歩
道
に
お
い
て
、

車
両
と
自
転
車
の
人
身
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

▽
18
日
、
町
道
に
お
い
て
、
車
両
相
互
の

人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　今回は、不動産でよくある質問のあれこれについて解説します。

1.『誰の建物かわかりません！』

　「建物が倒れてきそう」「空いている土地を使いたい」という相談

が寄せられます。土地や建物の所有者は、法務局で見ることができ

る登記事項証明書（登記）の登記の権利部に記載されている人が、

所有者である可能性が高いですが、連絡が取れない場合もあります。

しかし、「建物が倒れてきそう」など、自分の権利に関するときは、

弁護士に頼んで住民票や戸籍を調べてもらうことができます。

2.『相続したままにしておいていいですか？』

相続登記が義務化されましたが、相続した人で「どのように分け

るか」までを決めることが義務になった訳ではありません。しかし、

相続人が複数人いるとき、相続財産は共同での所有となり、建物を

取り壊す場合などは、相続人全員の同意が必要です。相続人が亡く

なったり、認知症になれば、裁判所も関わる話になり、手続きが複

雑になります。確実に話ができる、相続が開始してすぐに「どのよ

うに分けるか」まで決めて書面に残しておくことをお勧めします。

3.『自分の土地なのに人に使わせてあげないといけないの？』

自分の土地でも、他の人の使用を認めなければいけない場合があ

ります。例えば、道路に接していない土地があったとき、その土地

だけでは外に出ることができないため、周りの土地の人に「外に出

るために通らせてください」という権利が認められています。また、

「他人の土地に水道管を通したい」という相談も受けます。明確な

法律の規定はありませんが、裁判所の判断では「最も損害の少ない

場所および損害が少ない方法」であれば認めるようです。

　

残
業
が
多
い
業
種
も
働
き
方
改
革
を
進

め
る
た
め
、
ま
た
、
働
き
手
を
守
る
た
め
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
著

し
く
短
い
工
期
を
前
提
と
し
た
工
事
依
頼

12 月 14 日 ( 木 ) までに住民環境課住民係へ
届け出があったもので、承諾を受けた内容
について掲載しています。

ごめいふくをお祈りします

○倶知安町ホームページ

https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/

○ Facebook

https://m.facebook.com/kutchan.hokkaido/

○倶知安町 LINE 公式アカウント

LINE ID：＠ kutchan

カ
レ
ン
ダ
ー
市
の
お
知
ら
せ

新
た
な
人
権
擁
護
委
員

新
井

融
さ
ん

謹　賀　新　年

　新しい年は、地球上の戦火もコロナウイル
スの影響も自然災害も、人類の願いと努力の
もとに激減することを願っています。

　当協会は、皆さんが安全・安心に消費生活
を送ることができるよう目指します。
　生活のこと、健康のこと、悪質販売やエ
ネルギー活用などの諸問題について、また、
食べ物に関する「食育」「食品ロス削減」の
北海道農政部のアンケートに協力しながら、
2030 年までに『誰一人取り残さない』とい
う目標に近づけるように取り組んでいきます
ので、よろしくお願いします。
　本年が、各家庭の皆さまにとって健やかな
年でありますよう、併せてお祈りします。

4
月
よ
り
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
猶
予
期
間
終
了

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

小
児
・
乳
幼
児
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
住
所
変
更
忘
れ
ず
に



【
転
ば
な
い
歩
き
方
の
コ
ツ
】

○
小
さ
な
歩
幅
で
歩
く

○
靴
の
裏
全
体
を
つ
け
て
歩
く

○
急
が
ず
余
裕
を
持
っ
て
歩
く

　

新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。
今
年
一

年
を
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
事
故
に

は
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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いきいき健康ライフいきいき健康ライフいきいき健康ライフ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
健
康
診
断

　

温
暖
化
の
影
響
で
、
年
々
湿
っ
た
雪

が
降
る
日
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

水
分
を
多
く
含
ん
だ
雪
は
固
ま
り
や

す
く
、
人
や
車
の
重
み
で
踏
み
固
め
ら

れ
、
ツ
ル
ツ
ル
路
面
へ
と
変
化
し
て
い

く
た
め
、
外
出
の
際
に
は
転
倒
に
注
意

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

帽
子
や
手
袋
を
着
用
し
、
ケ
ガ
の
防
止

に
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

倶
知
安
町
で
生
活
す
る
私
た
ち
は
、

雪
道
に
慣
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
転
ば
な
い
歩
き

方
を
確
認
し
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
交
差
点
や
商
業
施
設
の
出
入

り
口
は
人
の
往
来
が
多
く
、
滑
り
や
す

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
転
倒
事
故
の
発

生
が
と
て
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
多
い
の
は
？
】

○
肩

○
手
首

○
足
の
付
け
根

○
腰　

な
ど

　

特
に
下
半
身
の
骨
折
は
長
期
入
院
と

な
る
た
め
、
活
動
量
が
低
下
し
、
寝
た

き
り
や
認
知
症
の
進
行
を
早
め
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

室
内
で
も
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
な

ど
、
日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ

け
て
、
転
倒
予
防
へ
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
骨
折
以
外
に
も
転
倒
時
に
頭

部
を
ぶ
つ
け
た
り
、
切
り
傷
を
負
っ
て

ぼくたちぼくたち
わたしたちわたしたち

子子んんゃゃちちっっくく

倶知安ですくすく育つ子どもたちです。「こんな子に
育ってほしい！」ご家族の願いも併せて紹介します。
問総合政策課広報広聴係☎ 56 － 8001

※ 4・10 カ月児健康診査を受診した子どもで、保護者が同意した場合のみ掲載しています

－12－

ツ
ル
ツ
ル
路
面
に
注
意
！

転
倒
で
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

問
倶
知
安
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
５
０
０

今
年
度
最
後
の
集
団
検
診

は
つ
ら
つ
検
診
バ
ス
ツ
ア
ー

■
日
時
／
3
月
6
日
㈬
7
時
頃
出
発
、

終
わ
り
次
第
帰
着
（
16
時
頃
）

■
場
所
／
北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が

ん
検
診
セ
ン
タ
ー

■
無
料
送
迎
バ
ス
／
保
健
福
祉
会
館
発

着
（
現
地
集
合
、
解
散
も
可
）

■
申
込
受
付
／
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

電
話
、
保
健
指
導
係
窓
口

■
定
員
／
先
着
30
名

■
内
容
／
左
表
の
と
お
り

対
象
は
生
涯
に
一
度
き
り

子
宮
・
乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

町
で
は
、
検
診
開
始
年
齢
の
方
へ
無

料
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
送
付
し
た
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限

は
、
3
月
31
日
㈰
で
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
は
、
は
つ
ら
つ
検
診

バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

再
発
行
や
転
入
者
へ
の
発
行
も
可
能

で
す
の
で
、
希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
の
対
象
者
／

子
宮
が
ん
は
平
成
14
年
4
月
2
日
～

平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

乳
が
ん
は
昭
和
57
年
4
月
2
日
～
昭

和
58
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

　

ま
た
、
子
宮
・
乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ

ン
対
象
者
以
外
に
は
、
2
年
に
1
回
、

上
の
表
の
料
金
で
健
診
が
受
診
で
き
る

補
助
受
診
票
を
、
保
健
指
導
係
窓
口
で

発
券
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４

子育て支援センターだより

2 月の広場
あいあい広場（0 歳）　     2 月 8 日㈭
きらきら広場（1 歳）　 　2 月 15 日㈭
のびのび広場（2・3 歳）   2 月 22 日㈭
どの広場も 10 時から、ひな祭りの制作と
誕生月のお子さんのお誕生会を行います。
■申込／ 1 月 9 日㈫ 9 時 30 分～

子育て支援センター（南 3 東 5 ぬくぬく内）　☎ 55 ー 8355　FAX 55 ー 8377
開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時 30 分～ 16 時
休 所 日　日曜日、祝日

＊子育て支援センターを利用したことがない「はじめまして」の方も参加できます

子育て講座「ボクシングエクササイズ」
○日　時： 2 月 6 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時 30 分
○場　所：子育て支援センター　※託児あり
○講　師：知野　靖子氏
○持ち物：タオル、飲み物（2 人分）

動きやすく、はだしになれる服装
■申込／ 1 月 9 日㈫ 9 時 30 分～

健 診 の 種 類 対 象 年 齢 間 隔 料 金

特定健診・健康診査 30 歳以上（国保・後
期・生保のみ対象） 毎年 無料

胃がん（内視鏡） 50 歳以上 2 年に 1 回 5 千円
胃がん（バリウム）

40 歳以上
毎年 千円

乳がん 2 年に 1 回 2 千円
肝炎ウイルス 5 年に 1 回 無料
肺がん

30 歳以上
毎年

500 円大腸がん
骨 5 年に 1 回
子宮がん

20 歳以上
2 年に 1 回 千円

エキノコックス 5 年に 1 回 無料
※国民健康保険・生活保護受給者は無料。その他オプション有



－15－ －14－

新年に電灯がともる－大正 6（1917）年 1月－
489 回

　『白い壁黒い牛』

1982 年　小川原　脩　画

　倶知安に初めて電灯がともったのは大正 6（1917）年 1 月。当時の新聞には『後志特報（倶知安支局） 電

氣營業開始』の見出しが載っています。

　「倶知安に電気を」と本格的に動き出したのは大正時代に入ってからのこと。最初は町外資本の発電計画

を模索しますがうまく進まず、町の有志たちは「1 日も早く電気をつけよう」と、大正 5（1916）年 1 月 10

日に『倶知安電気株式会社』を設立するとすぐに工事に着手。ペーペナイ川（現京極町字春日）に水力発電

所を建設し、電柱を立て電線を引き、12 月 25 日には試験点灯を成功させ、翌大正 6 年 1 月 1 日から電気を

供給する体制を作り上げます。記録には、供給開始時の点灯戸数 813 戸、電灯個数 2,665 個、使用電柱 473 本、

電線延長約 66 ㌔とあり、これを 1年足らずで成し遂げたパワフルさに驚かされます。

　1958（昭和 33）年、小川原脩は野本醇、穂井田日出麿ら倶知安ゆ

かりの美術家と共に「麓彩会」を結成しました。この作品は 24 回目

となった麓彩会展に展示した中の 1点で、チベットの街の情景を描い

ています。

　1981 年と 1982 年に小川原は夏のチベットを訪れました。当時の新聞に、チベットの旅について書いた小

川原の文章が掲載されています。そこには「チベットの夏空は深く澄み切った青だ。なんとも聡
そうめい

明で濃厚で、

その下には強烈な直射し、反射する日光が満ちあふれる。何もかもが光の中に輝いて見える。」とあります。

　作品に目を向けると、深みのある青で塗られた澄んだ空、直射する日光を反射する白い壁、赤を混ぜた明

るい色で乾いた地面が表現されています。牛の体や大きさの違うさまざまな建物の曲線が絵全体をリズミカ

ルに仕上げているのです。

牛は少し首をかしげて建物の方を向いているようです。人が通り過ぎたのでしょうか。チベットの街では

牛と人が同じ地面、同じ時の流れの中に存在すると小川原は語っています。私はこの絵を眺めると、時間が

ゆったりと過ぎていくチベットの街角に佇む旅人の気分になるのです。

文：金澤　逸子（小川原脩記念美術館　学芸スタッフ）

　家々にともった電灯は、明るさ 20 ㍗程度の白熱電球が一般的でした。

現在の蛍光灯や LED とは比べものにならない小さな灯りですが、ランプ

とロウソクで暮らしていた当時の人にとって、この“文明の灯り”は、

大きな驚きとうれしさいっぱいの新年のお年玉となったことでしょう。

　さて、冒頭の新聞記事には「大風雪のため検査が遅れ 10 日から正式

に営業を開始」と書かれています。雪に悪戦苦闘したあたり、なんとも

倶知安らしい歴史でもあります。

文：紺谷 貴之（倶知安風土館　学芸補助員）

展覧会のお知らせ

※（　）内は 10 名以上の団体料金

1 月の休館日 毎週火曜日、5日まで（年始）、
美術館は 15 日～ 26 日（照明
設備改修工事のため）、

美術館は展覧会初日のため 27 日は観覧無料

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

アート・イベントのお知らせ

■第 1展示室

第 65 回麓彩会展

■第 2展示室

会期：開催中～ 1月 14 日㈰

　会期：開催中～ 2月 12 日（月・祝）

小川原脩展「小川原脩と麓彩会」

■土曜サロン

おとなの手しごと（24）「箱絵　作ってみよう、描いてみよう！」

空き箱に絵やコラージュで、思い思いの作品を作ります。

日時：1月 13 日㈯ 14 時～ 16 時　会場 :ロビー（無料）

　お相手：金澤逸子（学芸スタッフ）

　定員：10 名※要予約、高校生以上、親子可

　平成 6年 7月にオープンした絵本館

は、町営プールと新しい絵本館の複合

施設整備のため、現行の青少年セン

ターでの営業を 11 月 23 日をもって終

了しました。当日は「絵本館引っ越し

記念イベント」も開催され、人形劇や

絵本譲渡会といったメニューが行わ

れ、大盛況となりました。

　そんな中、倶知安中学校美術部生徒

の制作による大型作品『繋』の展示

も実施。これが本当に「大型」でし

て、世代交流センターの 2階キャット

ウォークに届くほどの高さで、幅に

至ってはその倍はあろうかという大

作。太陽系の星々を白い線路で繋ぐ、

壮大なスケールの作品でした。

　絵本館は既に文化福祉センター東側

の仮設施設で営業を再開しています

が、複合施設整備に向け、利用してき

た方々の想いを「繋いで」行けるよう、

着実に進めていきます。

ありがとう絵本館

福
ふ く は ら

原 秀
ひ で か ず

和館　長

▲大正 5 年に設立された
　倶知安電気株式会社

小川原脩展「感動の場―点」

　広報くっちゃんに 1998 年から続くコラム「感動の場―点」。

小川原自身が名付けたもので、現在は連載を開始して 25 年、

掲載回数は 300 回を越えました。同コラムでつづられた紹介文

とともに作品をご覧いただきます。

会期：1月 27 日㈯～ 5月 12 日㈰

■ミュージアム・コンサート

1 時間のクラシック「朗読劇　イノック・アーデン～語り手とピ

アノのための」

イギリスの海辺の小さな村を舞台に、美しい娘と幼なじみの男

女 3人が紡ぐ無償の愛、誠実な友情が描かれる物語。詩人・テ

ニスンによる散文詩（1864 年作）をシュトラウスが朗読劇 (メ

ロドラマ )に仕立てました。大家さんによる日本語版を上演し

ます。

　出演：則竹正人さん（朗読・バリトン）、大家純子さん（ピアノ）

日時：1月 27 日㈯ 14 時～ 15 時

　会場 :ロビー※予約不要・無料・当日先着 50 席

■美術館で「成人の日」記念撮影をしませんか

新成人の皆さん、家族・友人と一緒に、美術館で記念撮影をし

ませんか。晴れ着が映える美術館の空間を、撮影用に無料開放

します。ぜひお立寄りください。

日時：1月 6日㈯・7日㈰・8日（月・祝）

　会場 :当館ロビー、展示室（撮影できない作品もあります）

※「新成人です」と受付に伝えてください

■ロビー・ギャラリー

冬期間に「ロビー・ギャラリー」（町内や近隣町村で創作活動を行う作家・愛好家の展示）

を開催します。会期・出品作家など、詳しくは町 HP をご覧ください。

■照明設備改修工事のため臨時休館します【1月 15 日～ 26 日】

第 1展示室照明 LED 化改修工事のため、1月 15 日㈪～ 26 日㈮まで休館します。27 日㈯は展示替え初日の

無料開放日です。新しい照明設備での作品鑑賞をどうぞお楽しみに。

▶
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絵本館

公民館 3 階図書室 10 ～ 17 時（毎週月曜休室）
※年始は 5 日（金）まで休室、25 日（木）は図書整理日のため休室

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（日曜は 17 時まで、毎週水曜休館） 
※年始は 5 日（金）まで休館、30 日（火）は図書整理日のため休館

　私は町長として常々こう

考えています。

　「世界のリゾートを目指

すこと＝住民が心豊かに暮

らし続けることができるこ

と」。

辰年元旦　気を引き締め直し

　これまでも、子育て子育ち、教育、文化、スポー

ツ、福祉医療、経済、景観など、まちづくりを構

成する各分野において、倶知安ならではの取り組

みに挑戦し続けてきました。

　加えて、例えば、北海道新幹線倶知安駅開業に

向けた事業と高速道路 IC の開通が同時進行する

高速交通ネットワークの構築、また、国際リゾー

ト地としての成長を目指す取り組みがあります。

どこの町にもあるテーマではないからこそ、やり

がいも！

　さて、新しい年は辰
たつ

年、龍が昇るごとく飛躍の

年になりますよう願うところです。そのための心

構えは？誠意をもって、着実に、挑戦し続けましょ

▲子ども議会（11 月 18 日）

1 人分 エネルギー  45  kcal
塩　　  分　0.7 g

う。そして、楽しみながら苦

労していきましょう。

夜明けのはざま 月ぞ流るる 椿ノ恋文 便秘の 8 割はおしりで
事件が起きている ! 

著者：町田そのこ 著者：澤田瞳子 著者：小川糸 著者：佐々木みのり

今日は何を食べよう？
☆ 白 菜 の 塩 昆 布 炒 め ☆

● 材料（4 皿分）

● 作り方

白菜大 4 枚（約 300㌘）、にんじん 3㌢、
ごま油大さじ 1、塩昆布ひとつかみ

（10㌘）、塩少々

①白菜を一口大に切り、にんじん
は細切りにする。

②フライパンにごま油をひいて、
①を炒める。

③塩昆布、塩を少々入れて混ぜ、
味を整える。

今よりプラス 1 皿野菜料理を増やそう！
　昨年 7 月に行った倶知安町いきいきライフ検診の食生活ア
ンケートでは、468 人の方に回答していただきました。その
中で、野菜の 1 日摂取目標量である 350㌘以上を食べている
人はわずか 4㌫しかいませんでした。
　検診を受けた 40㌫の方が野菜料理をもう 1 皿増やすと、
目標の 350㌘を達成できます。まずは今よりプラス 1 皿野菜
料理を増やしていきましょう。料理が大変であれば、トマト
1/2 個、小さいキュウリ 1 本などでも大丈夫です。
　常備菜のように作り置きしておくと、いつでも野菜を食べ
ることができます。今月は鍋で使うことが多い白菜をサッと
炒めて 5 分で作れる料理を紹介します。

栄養士　小屋畑麻未

いじわるブーは
おおうそつき

ネコがくれた
しあわせの約束

いつか きっと はざまの万華鏡写真館

著者：ｱｰﾛﾝ ･ ﾌﾞﾚｲﾋﾞｰ
翻訳：かいごれいこ

著者：有川美紀子
絵：織田和恵

著者：ｱﾏﾝﾀﾞ ･ ｺﾞｰﾏﾝ
絵：ｸﾘｽﾁｬﾝ ･ ﾛﾋﾞﾝｿﾝ

翻訳：さくまゆみこ

著者： 廣嶋玲子
絵：橋賢亀


